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【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
暦
】

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
月
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。旧

暦
の
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、現
在
の

季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

七
月
の
和
風
月
名
は「
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
」で
す
。

七
夕
の
節
句
で
願
い
事
な
ど
を
供
え
た
事
か
ら

「
文
月
」と
な
っ
た
と
い
う
説
や
、稲
穂
が
膨
ら
む

季
節
と
い
う「
穂
含
月（
ほ
ふ
み
づ
き
）」が
変
化
し

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。（
諸
説
あ
り
ま
す
）。

【
二
十
四
節
気
】

七
日:

小
暑（
し
ょ
う
し
ょ
）

梅
雨
明
け
し
て
暑
さ
が
本
格
的
に

な
る
頃
で
、蝉
の
鳴
き
声
や
蓮
の

開
花
が
夏
の
訪
れ
を
告
げ
、「
暑
中

見
舞
い
」を
準
備
す
る
時
期
で
す
。

二
十
三
日:

大
暑（
た
い
し
ょ
）

最
も
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
頃
。

鰻
を
食
べ
る「
土
用
丑
の
日
」や
、桐

や
白
粉
花
な
ど
夏
の
花
が
盛
り
に

な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
旬
】

キハダマグロ

鰻
、キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、真
鰯

イ
ナ
ダ
、ワ
ラ
サ
、ハ
マ
チ

鰌（
ど
じ
ょ
う
）、ア
マ
ゴ
、桜
鱒

土
用
蜆
（
し
じ
み
）
、鮑
（
あ
わ
び
）

魚
介
類

：

鰻

茗荷

とうもろこし

茗
荷（
み
ょ
う
が
）、枝
豆
、干
瓢

獅
子
唐（
し
し
と
う
）、ト
マ
ト

と
う
も
ろ
こ
し
、ミ
ン
ト

野
菜
類

：

スイカ

葡萄

ス
イ
カ
、桃
、杏
、パ
パ
イ
ヤ

プ
ル
ー
ン
、ア
セ
ロ
ラ

葡
萄（
ぶ
ど
う
）

果
実
類

：

【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
色
々
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

・
源
泉
所
得
税
納
期
特
例
分
納
付（
十
日
迄
）

・
所
得
税
第
一
期
分
予
定
納
税
（
三
十
一
日
迄
）

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

・
固
定
資
産
税•

都
市
計
画
税
第
二
期
分
納
付

今
月
の
祝
祭
日

十
八
日

：

海
の
日

ベ
ス
ト
ク
ル
ー「
か
わ
ら
版
」第
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
は
六
月
の
終
わ
り
か
ら
真
夏
日
や
猛
暑
日
が
続
出
で

東
京
で
も
観
測
史
上
初
の
二
日
続
き
の
三
十
五
度
越
え
を

観
測
し
ま
し
た
。

昼
間
の
熱
中
症
対
策
は
勿
論
で
す
が
、寝
て
い
る
時
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。

寝
る
前
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
ん
で
熱
中
症
対
策
を
！

【
編
集
後
記
】


